
Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

情報文 化学会　第 5 回 全国大会要旨 （1997 年 11 月 東京 ）

　　　情報文化 と伝統文化につ いて
一 一

京都 祇園祭 を 中心 と した考察 （1 ）

明 治 大 学　三 好賢周

くあらまし＞

　 7 月 17 日 の 山鉾巡行 で名高い 京都 の 祇園祭は 、日本三大祭 の 筆頭 と して 、前 日 よ り内外 か ら多数

の 人達が ど っ と繰 り出す。

　そ の 様は、絢爛で雅な面 が強調 され 、今 日で は観光イベ ン トとし て の 印象 を与える 。

　 しか し、単なる祭 とい うよ り 794 年の 平安京以降、従来からの 渡来文化 も取 り入れて の 日本文化

の 情 報癸 信 と い う歴 史的役 割 を担 っ て お り時代 の 変選 と と もに集大成 し た もの と考 え られ る 。

一こ の

目本特有の 文化 を、私は 3 年前の 全 国大会で 、
「日米 情報 文 化比 較」 にて、『玉 ネギ の よ うな文 化』 と

い う表現を借 りた の で あるが、京都祇園祭は、ま さにそ の 見本 と考 えて よ い と思 う。

　 と こ ろ で 、昨今、「八 坂神社 と祇園祭は 、 関係が な い よ うに受 け取 られ る観光パ ン フ レ ッ トが あ る

よ うだ 。 亅 と聞き及 んだ 。

　そ れが事 実 で な い 事 は、平 安京 、八坂神 社 （祇園社） と の 関わ りを検証 して い くこ とで明 らか に な

るが 、 今回は 、
「京都祇園祭」 が 、

い か な る時 代背 景で も っ て継 承 され て き た の か を探 り、そ の 上 で

「伝統文 化 」 と して将 来 に 向 けて どの よ うな形 態で 受け継が れ る の か 、ある い は 、 受け継 ぐこ とが で

き る の かを、甚だ力不 足で 大胆 とは思 うが情報文化の 視点よ り試み て み た い 。

　諸先生 方 よ り、御教示 賜れ ば ま こ と に 幸 い に 存 じ ます。

［1］ は じめに

　祇園祭は 、京都の 夏 を彩る町 衆の 祭 と し て 日本三 大祭の
一

つ に 数 え られる世界的に よ く知 られ て い

る 。 それ は、 7 月 1 日よ り 7 月 31 日まで 1 ヶ 月 間に わた り、な かで も 7 月 17 日の 山鉾巡行 は ハ イ

ライ トと してそ の ス ケ
ー

ル と 1200 年 の 伝統文 化 に 目を奪われ る の で ある が 、本来、八 坂神社の 祭

礼で あ っ た 。

　八 坂神社は 、か っ て 祇園杜 または 祇園懣神院 と称 し永 く神仏習合の 形で ま つ られ 、 神社で あ りな が

ら僧侶が神事をお こ ない 。祇園祭 もまた 、神道、仏教、儒教、道教は ては 、キ リス ト教 まで混 然 と融

合 し た形 で 発 達 し て き た 。そ れ ぞ れ の 町 々 で 特色 の あ る 鉾な り 出な り を作 り 、 天 神 さま 、八 幡 さま 、

神宮梟后等 日本の 神話や吏実 に 取材 した 山ばか りで な く 、 中 国の 故事や 仏 教 の 教 え、道 教 の 信仰ま で

取 り入 れ た 山 もあ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 け モ う ひ ん

　 さら に 、山鉾 を飾 りた て る懸 装 品 の 中には、中国、朝 鮮、イ ン ド． トル コ 、ペ ル シ ャ 、ベ ル ギー、

イ ギ リ ス 、フ ラ ン ス な ど 世 界 中か ら 渡 来 し た 貴重 な染織 晶 を 見 る こ と が で き る 。　 又 、ギ リ シ ャ 神 話

や ロ ーマ 史話、旧 約聖 書を題材に し た タペ ス トリーもあ る 。

　 　 　 　 　 か ん こ
例 えば 、  瞰谷鉾 の 前掛 は、旧約 聖 書 の 創 世記 第 二 十 四章に あ るイ サ ク の 子 に水 を提供 す る図 。

  鯉山 には 、、ホ メ ロ ス の 叙事詩 『イーリ ア ス 』 の 「トロ イ ア 戦争 の 物語」 が あ る。
　 に わと り　　 h ら れ

  鶏鉾 と 霰 天 神山に は 、「出陣す る ヘ ク トール の 妻 子 との 別 れ」、  白楽 天 山 に は、「陥 落 した トロ イ

ア か ら脱 出す る イー リア ス j があ る 。 こ の イ
ー

リア ス の タ ペ ス トリ
ー

は 、戦国大 名の 伊 達正 宗が欧州

に派遣 し た支倉常長 が持 ち帰 っ た も の で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら い さん もん

  凾谷鉾 の 見送 に は 、弘 法大師 の 礼懺 文 もあ り、仏 教 も同居 して い る 。

　 あ らゆ る宗 教や 思想 、文物 を も取 り 入 れ て 豊か に 発 達 し て き て い た 。ま さに 、諸 宗教、諸文 化 の 融

合で あ り国際的な交流の 営み を積み 重ねて今 日 に至 っ て い る。

　祇園祭 は 、重層的 な 日 本 の 信 仰を
一

つ の 祭の 中に具 現化 した 一日本 的 シ ン ク レ テ ィ ズ ム ー典型 と考

一36 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

え られ る。

　そ して 、こ の 祭 を遂行す る為 に人 k はみ ご とな杜会的融合を達成 し 、 また 社会 の 活性 化に寄与 して

きた。

　こ れ は 、京の 町衆 と い う民 衆が
一
根本 に祇 園の 神 にた い す る信仰 の も とに

一参加 し、京都 を挙げ て

の 祭で あ り京 都 の 文化 を育ん で きた祭だ か ら で あ る
。

’
こ の 京文化 は 、明治二 年に 東の 京 に都 が遜 され るま で 、

「天 子 さま の 御座 され る平安京 」 と い うこ

とで 、日 本 の 文 化の 情報発信源で あ っ た 。

　国司が 下 向 し、ま た都で 志を得な い 公 家達が地 方に下 る に っ けて も、都 の 文化を移植 した。文学、

美術、芸能 、 織物 、 染色 、 工 芸等々 す べ てが こ こ か ら興 っ て全国に及び 、今 日、日本各地で小京都 と

い われ る所が多く存在 して い る所 以で もある 。

　 しか も、そ の 美術工 芸等 の 文化 の すべ て が 祇園祭 と結び っ い て 、山鉾の 懸装品 ・ 飾金 具は も ちろん 、

屏風 に描かれ た 絵画 、祭 に使用す る漆器 の 蒔絵等 も祇園祭 を契機 に発達、また 、中世に 京都 の 文化 と

して成立 した能楽や茶の 湯 も祇園祭 と深 く関わ っ て い る こ とは、大い に注 目す べ きである。

　例 えば、  応 仁の 乱 の 戦火を避 けて土佐に逃げた 一条教房が 作 っ た 土佐 中村

  大内氏 は 、京 に憧れ て 山 口 と い う城 下町 をつ くり 、   山口 か らわかれた 津和野 も京 と同 じ よ うな 町

をつ くっ た 。 これ ら の 町は 、 小京都 と呼ばれ 、 今 日 で は全 国四十五都市 に及ぶ 。
い ずれ も、山鉾に似

　 　 だ　 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほや し

せ た 山車や 屋台 があ り、祇園 囃 、 祇園太鼓 の 類 がみ られ る 。

　又 、小京都 とい わ な くと も祇園 の 神 を祭る と こ ろ 、 祇園祭を移 植 した と こ ろは 百 ヶ 処 余 に もな る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ り e う

祇園祭 を範 と して 、曳 山 、屋 台 、山笠等を称 し、武 者人形や、か らく り人形で 飾 り、い わ ゆる風流 と

い う形 にな っ て い る。

　博多の 祇園 山笠 、小倉の 祇園 太鼓、関東で は 、川 越の 祇園、熊谷 の 祇 園、日 立 の 風流物 等 々 い ずれ

も祇園祭 が伝播 して い っ た もの で 、 そ れ ぞれ 土地柄 を反映 した特色 あ る地 域 伝統芸 能とな っ て い る。

［2 ］八 坂 神社 （祇園社 ）

　 （1）平安京 と八坂　（2｝八 坂郷 と八 坂の 塔　（3）八 坂神社 （祇園祭） の 祭神 と創祀 　  ス サノ ヲ の
　 　 　 　 こ 　 t

ミ コ トと午頭天 王 　  蘇民将来の 説話　  祇 園精舎　  二 十二 社

につ い て は 、ペ ージ制限 に よ り割愛。

匸3 ］祇園祭の 発生
　 ご り ：う

（1）御霊信仰 と御霊会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や ばしろ

　延 暦十三 年 （794 年）桓武天 皇は 都を山背 に遷 され 、永遠 の 平安 を祈 っ て 「平安京 1 と命名 、 以

後、千余年に わ たる都の は じま りであ る 。

　 し か し、都 に人 々 が 密 集 し 生 活 が 営 まれ て くる と 、必 然的 に発 生 す る の が 疫病 で あ る。防疫 ・ 予 防

対 策や 医療技術 の 発 達 し た今 日 で さえ 、
0 − 157 の よ うな食 申毒に よ り多数 の 死 者 、 罹病 者 を出 し

た こ とで もわ か る とお り、ひ とた び発 生 した疫 病 に 当時 の 人 々 は、なすす べ を知 らなか っ た。

　そ こ で 、原 因 は無実 の 罪に問われ て 処刑 され た人 の 怨霊 と考え、そ の 崇 を鎮め よ うと して起 こ っ た

の が 御霊 信仰で あ り、鎮魂 の 行事が 御霊 会で あ っ た 。

　御霊 信仰はす でに奈良時代 よ りは じま っ て お り、疫神の もた らす災厄を鎮め る祭があっ た 。

　 「大宝令亅 に は 、疫病 の お こ る の は 晩春、疫神が花び ら に の っ て 散 る 為 と考え、鎮花 祭を行 っ た こ

とが 記 され て い る。又 、京成 の 四 隅や畿内の 堺 で 疫神 の 進入 を 防ぐ疫神祭や、毎年 6 月 ・12 月 に 日
　 　 　 　 　 や ち また ひ ：　　　　　　　　ひ　め　　　　く　 な　 ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み ちあ え

を選 ん で 、八 衢比古 ・八 衢 比売 ・久那 度 の 三 神を祭 っ て邪 霊 が 入 っ て くる の を防 ぐ道饗祭 もそ うで あ

る 。

　平安時代 に入 り 、 相次 い で 発生 する疫病 や 天災 を 、 と くに政治的失脚者 に よる御 霊 （怨霊） の 祟 り

と考 えて御 霊 会 が始 ま っ た 。 藤原時平 の 讒言に よ っ て 太 宰府に左 遷 され た 菅原道真 の 死後 、 京 都に頻
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繁 に発 生 し た 災異 を道真 の 怨 霊 の しわ ざ と考え 、 清涼殿 に落雷 もそ の 祟 りとみ て 天 神信仰が起 こ っ た

の もそ の 一
っ で ある。『三 代実録』貞観 五 年 （863 年） 五 月 二 十 日の 条 に よる と、近 代疫 病 しき り

に起 こ り、死者 の 数お び ただ し い の は、む じつ の 罪に よ っ て誅 され た 人 々 の 御霊 が 祟 りをす る の で あ

る か ら と、藤原 基経 と藤原 常行 が 遣わ され 、神泉苑で 御霊会 を行 っ た 由を記 し、祭 る霊 は 、 崇道天 皇

（章莨親王 ）、伊 予親王 、藤原書芋、橘 逸勢 、旻鑿都由森色で ある と して 、机 に花果 を盛 り、金光 明

経 、般若心 経を説 き、楽 を奏 し、雑伎、散楽 の 芸 能を競 い 、角丸、騎射、競馬等 の 演戯が あ っ て 、人

々 の 群参 した さまが描かれ て い る。

（2）祇園御霊会の 始め

　 『三代実録』 貞観七 年 （865 年）六 月十四 日 の 条に 、「是 目 、京 幾七 道諸人、事を御霊会 に 寄せ

私 に徒衆 を聚 め
、 走 馬騎射 す る こ とを禁ず 。 小 児の 聚戯 は 制限に在 らず 。 」 とあ っ て 、 御霊 会に こ と

寄せ て 群 衆の 集 まる こ とを禁 じ て い る 。 こ れ は 、 さきの 貞観五 年 （863 年）以降 、 御霊会が盛 ん に

な る と ともに群衆に よる事故発生 を懸念 した措置 と考 え られ る。こ こ にある、六月十四日 と い う日は 、
　 　 　 　 あゑま つ ワ

祇園祭 の 後 祭 の 日 で あ る こ とか らみ て 、 祇園御霊 会 の 始め で あ る とみ て よい 。

　つ い で 、『祇園祉 本縁 録 』に、「貞観十
一

年、天 下 大疫 の 時 、宝祚 降永、人民 安全、疫 病 消 除鎮護 の

為 に、 卜部 日良麻呂、勅 を奉 じ、六 月七 H 、六十六本の 矛 を建 て、長 さ二 丈許、同十四 日、洛中男児

及 び 郊外の 百姓 を率い て 神輿 を神泉苑に送 り 、以 て 祭 る。是を祇園御霊 会 と号す 。 爾来毎歳六 月 七 日、

十四 同 、 恒例 と為す 。 亅 と 、 記 され て い た 。

　残 念なが ら k こ の 『祇園社本縁録』は 現在失われて お り 見 る こ と は で きな い が 、林屋辰三 郎氏 は じ

め多 くの 先学 も こ の 記事 を肯定 され て い て 、社 伝 で も こ の 時全 国の 国教に 応 じ た 六十六本の 矛を 立 て 、

ま た 洛 中 の 男児 が 神輿 を神 泉苑 に選 っ て 祭 り、こ れ を櫛霊会 とよんだ こ とで 、 祇 園会の 起源 とし て い

る。

　別 の 社蔵の 記録 伊祇 園社本縁雑録図に も、山城国愛宕郡八 坂郷貞観十一年天下 大疫 の 時、『勅 して

疫神 を 八 坂郷 に 祭 る 」 と あ り、貞観十一年 ｛869 年 ）を祇圜御霊会 （祇 園祭） の は じ め と し て い る 。

　又 、 『二 十二 社註式』 に 、
「円wa天 皇　・天禄元 年 （97   年）御霊会を始む。今年 よ り之を行 う。亅

とあ り、一
説 に は 「円融 ・天 延 二年 （9 ？ 4 年 ）始 む。」 と もあ り、円融天 皇 の 勅命で もっ て 、こ の

ときか ら祇園御霊会が官祭 とな っ た こ とが うかが え る。

（3）祇園祭の 発達

　そ の 後、年 々 規模 もお お き くな り盛 んに な り、応仁の 乱前、班に 六 月七 日に 三 十一基、十四 日に 二

十七基 の 山鉾の 名が 『祇園祉記』 （第十五 ）
一重要 文化 財一

に記 され て い る 。

　こ れ に よ り 、 現在 ある 山鉾の 大 半は既 に応仁の 乱 （1467 年 ）以前にあ っ た こ とが 判明 して い る。

　応仁の 乱 一応仁元年 （1467 年） 〜 文 明九年 （1477 年）一で 、都は焼 け野原に な り、五 十八

基 あ っ た 山鉾 も ほ と ん ど が 被害 を受 け、神 輿 の 巡 行 も途 絶え 、 祇園祭は
一

時中断 の 止 む な きに い た っ

た 。

　十
一年に及 ぶ 戦乱 に よ る蔬廃 か ら立 ち直 る為には 、何 よ りも人ltの 心 を

一
つ に 結集す る こ とが 必要

で あ っ た。そ れ に は 、何が ある か と い え ば 「祭」 で あ っ た。

　幕府 は 、皴礼 を復興 す る よ う祇園社 に命 じ た が 、神 輿 も消失 し て お り 再造 す るに して も多大 な 費用

を要 し、容易 では な く 、 榊 を用 い て 渡御 の神事を行わ ざ る を得なか っ た 。

　それ 故 、「神事 こ れ な く とも 山鉾渡 した し」 と い う要求が 町 衆 よ り出て 、山鉾巡 行の み復活 と い う

経緯があ っ た。

　乱後 、
二 十 三 年を経た 明応九 年 （1500 年） よ うや う山鉾三 十六 基が揃 い 、都は再び は なや か な

文化 を取 り戻 した。

　 と こ ろが 、 こ の 再興に 際 し て 、山鉾巡行の 順番 を め ぐる論争 が 生 じ、侍所長官松 田頼亮の 指示 に よ

り六 角堂で 「くじ取 り式 亅 を行 い 巡 行順 を決 め る し きた り が始 ま っ た。

　こ れ が 今 日 の 、「く じ 取 り 亅 及 び 、巡行 日当 日に於 け る、一
見 ユ ーモ ラ ス に感 じ られ る fく じ改 め i
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とい う形 とな っ た。

　そ し て 、桃山時 代 の 豪華絢爛 の 風 潮を うけて 山鉾に も贅 を尽 くす こ とに な り、京都の 文化が 集約的

に 反映する こ とにな る 。

　近 世 に は 、度 々 の 火 災 に よ り多 く の 山鉾 が消失 し たが 、 その 都度 、 町 衆 の 意地 と努力 と決断 で 再興

し 、今 日まで 継承 し て きた 。

（4）祇園祭の 次第

　昔 は陰暦 六 月 七 目に神 輿が 巡行 し御旅所 に 留ま り 、 そ れに先立 っ て 、 前祭 りの 山鉾が都 大路 をお祓

い し 、十四 日 に再 び 神輿が市中 を巡 行し て 本社 に帰 り、同 日、後山 がやは り神輿に先だ っ てお 祓い を

する。

　こ の 山鉾が 、それぞれ風流に贅 を競 っ て飾 り立て 、 今 日見る よ うな絢爛豪華な山鉾に発 達 した 。

　そ の 場合、神輿 の 渡御 は神事 と して 行 っ た の に対 し、山鉾巡 行 は町 衆 の 行 事で あ っ た。神事 とは 、

神輿渡御の こ とで 、現在 も神輿渡御は神 事 と して 行 っ て い る 。

　こ の 六 月七 日の 前祭 と十四 H の 後祭 は 、 太陽暦 の 採用 に よ っ て 、明治以 後、七 月十七 日と二 十 四 日

に な り、さらに昭和四十
一

年以来 、 前祭 に山鉾 巡行 は統 合 され て
一本化 され た。現在は 、七 月十七 目

に 山鉾巡行 、 当夜 、 神幸祭が行われ 神輿 が 御旅 所に渡御 し 、
二 十 四 日に花笠 巡行、そ の 夜、還 幸祭が

あ り神 輿は本 社に還 る 。 花笠巡行は 、後祭 の 山鉾巡行が、七月十七 日に統一されて 、 なくな っ た の で 、

それ に代わ る もの と して誕生 した。

　ま た 、七 月 十 日 と 二 十 八 日 に は 神 輿洗式 が あ る 。 こ れ は 、 鴨川 の 水を汲 ん で 神 輿 の お 祓 い をす る の

で あるが 、水 を汲む の は 鴨川 の 四条大橋 の 下 で 、 そ こ を特 に宮州 とい う。

　神 輿洗 い は 、 本 来祇 園祭 の た め の 神迎 え と神 送 りを意味 した も の と思われ る 。

　そ して 、七 月 二 十九 日に神事済奉告祭 を行 い 、三十
一

日 に 疫神社の 夏越祓で す べ て を終わ る 。

　※行 事詳細は 、（別表 一 3　 環行の 祇園祭主 な行事表》を参照。

［4 ］ 伝統文化としての 祇園祭

（且）京都 は 、 宮廷 を中心 に平安時代以来 、 美術工 芸 、 染色 、 刺 繍、組紐 、織物 、飾 り金具等の 職人 が 多

数集 ま っ てお り、又 、彼 らも自ら持て る技術 を惜 しみ な く祇 園祭 に注ぎ込 ん だと い える。

　一方、同業者集団 で あ る 「座』 の 特権 をもとに営業活動を行 っ た。例 えば、材木座、練絹座 、小 袖

座 、 綿座 、 袴腰 座 、 菓子座 、 釜 座 、魚座 等や、猿楽 ・田楽等の 芸能集団 等 もあ り、中京 ・ 下京の 室 町

を中心 に問屋 衆の 誕生で 、町衆 へ の 形成 とな る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ に ん

　 こ れ ら の 人 々 は 、祇 園社の 祭礼に 奉仕す る こ とに よ り、神人 と称 し、祇 園祭の 担手 氏子 と して 、今

日の 清々 講 社 ・宮本講 社 ・ 山鉾連合会 へ と組織化発展 し て きた。

　又 、 近年 に な り 、 将来 へ 向け て 護持継承の 為 、 祇園講お よ び 八坂神 社奉賛会が新た に発足 した 。

　現在 の 氏子 区域 （25 学区） は 、

　　　中京 区 ： 教 業 、城 巽、竜池 、初音、柳 池、銅駝、乾、本能 、明倫、日彰、生祥、立誠、朱雀

　　　下京 区 ：郁文 、格致、成徳、豊園、開智、永松 、 有隣

　　　東山区 ： 弥栄 、 有済 、 新道 、 六原 、 清水

　で あ る 。

（2》前述 の ［1 ］ 〜 ［3 ］に て 、歴史的背 景、経緯お よび 関速 を考察 した の で あるが、こ こ で 伝統文化

と し で 、祇 園祭 を位置付 け る為、「動 く博物 館 ・美術館 」、「動 く正倉院」 と評 され る   由 と鉾 の 本体

と特徴 　  そ の 懸 装品や 人形 と面 、   祇 園祭 と能楽お よび茶 の 湯 　  各鉾町屋 と町 衆、等 に つ い て 、

ハ
ー

ド面 、ソ フ ト面 と い っ た 観点 よ り整理分類、一表化 を図 り、ま と め とする 。

匸Fig − 1　　 平安京 の 四神お よ び 風水］

［Fig − 2　　 人坂神 社の 位置 と境内図］
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［Fig − 3

［Fig − 4

［Fig − 5

［Fi9 − 6

［Fig − 7

［Fi9
− 8

［Fig − 9

［Fi9 − 10

［Fi9 − 11

匚別表
一 1

［別表 一 2

〔別表
一 3

ソ シ モ リ

ス サノ ヲの ミ コ トとク シ ナ ダ ヒ メ の ミコ ト図 ］

現行 の 祇 園祭主 な 行 事表 ］

応 仁 の 乱 前 　山鉾 お よび神 人 居住地］

現在の 山鉾分布 図］

鉾 と山 の 構 造 ］

現行の 鉾 （9 基） と山 （32 基）一覧］

現行 の 鉾 （9 基 ） と山 （32 基） の 特徴］

現在 の 山鉾分布 と巡行 コ ース ］

祇園祭 と文化 の 関係 ］

日本的量層信仰］

祇園祭の ハ ー
ドウ ェ ア と ソ フ トウェ ア ］

　　 （蘇塗）図］

〈あとがき〉

　今回 の 発表論文 では 、翻題の 性 質上、ど うして も古代史や 古文書に触れな けれ ばな らな くな り、
一

私 事で はあ るが、か っ て 祇園神社 の 氏 子 （明倫幼稚 園、龍池小 学校、そ して 神泉苑近 くに あ る朱雀

高校卒業 ）、現 在は祇 園 講 の
一

員 で あ り、又 、今年 の 祇圃祭で は ．小 二 の 甥 が 放下鉾 の 囃方 （鉦 衆）

として巡行 に参画 した こ ともあっ て
一

八坂 神 社お よび宮 司 で お られ る真 弓常忠 先生 く永ら く皇 學館大学 の 教授 を され 、 現在 、 名誉教授 ）に

は 、身 に余る御好意、多大な御教示 を賜 っ た。

　 こ こ に、改 め て厚 く御礼 申 し上 げる次第で ある。

　 なお 、 所期の ネ ラ イ の うち、情報文化 と の接 点は 論 じ得た と思 うが、今 臼 の 高度情報祉会 で の 国際

化 を視野に入れ た時 、 伝統 文 化 と して の 京都祇園祭 が 、マ ル チ メデ ィ アに よ っ て 、 どの よ うな形態で

もっ で 将来 へ 受け継 がれて い くか は、今後の 課題 とな っ た。
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［Fig − 9　祇 園祭 と文 化 の 関係 ］

※　玉 ネ ギ 文 化 に つ い て は 、 ［参考文 献］の 1 ． を参照 。
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［Fig − 10 　 日本 的重層信仰］

の 神

そ れ ぞ れ の

山鉾 の 神

氏子　 ・ 町衆

（祭 られ る神 ）

臨〕
　　↑
　 （祭 る人 ）

［Fig − 11 　 祇園祭 の ハ ー ドウェ ア とソ フ トウェ ア］

主 　体 祭 られ る神 祭 る神 祭 る 人

分　類 （祭 られ る神 ）

（

・八 坂 神社 ・山　鉾 ・ 氏子 （町 衆）

伝 ハ ー ド （宝物） （懸 装品） ・山鉾町屋

統 ウェ ア （人 形 ・面 ） ・稚　児
） ・山鉾町町屋 ・粽

文 ・祭　神 ・（祭 　神） ・信　仰

ソ フ ト ・信　仰 ・祇園 囃 ・ 伝 　承

化 ウェ ア ・神 　話 ・ 能 ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

・茶 の 湯 ネ ッ トワ ー ク
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